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 10 月に入りようやく新型コロナウイルスによる緊急事態宣言が解除されました。緊急

事態宣言発令中は行事の精選や日々の教育活動への対応に苦慮されたことと拝察いたしま

す。 

年度の後半に入り、延期した行事への対応や新型コロナウイルスへの対応など、引き続

き配慮が必要ですが、子どもたちも職員の皆様も、心身の健康には十分ご留意ください。 

さて、今回は特別支援教育について情報提供させていただきます。 
 

障害のある子供の教育支援について 

 障害のある子供の就学相談や就学先の検討等の支援については、『教育支援資料』（平成

25 年 文部科学省）が作成されています。今年の６月、『教育支援資料』の内容について、

障害のある子供の就学先となる学校や学びの場（通常の学級・通級による指導・特別支援

学級）の適切な選択の参考となるよう改訂され、『障害のある子供の教育支援の手引』と名

称が改定されました。手引きの中から、就学先や学びの場を判断する上で重要と思われる

ことを要約してお伝えします。 

１ 教育的ニーズとは 

 （１）子供一人一人を把握する 

    ①障害の状態や特性 

    ②心身の発達の段階 

 （２）具体的な特別な指導の内容や支援の内容を検討する 

      こうして整理されたものが教育的ニーズです。 

２ 就学先の学校や学びの場を判断するために必要なこと 

 （１）総合的な観点からの判断 

    ①把握・整理した一人一人の教育的ニーズ 

    ②本人及び保護者の意見 

    ③教育学・医学・心理学等専門的見地からの意見 

    ④学校や地域の状況 等 

 （２）教育相談における留意事項 

    ①保護者の気持ちを十分にくみ取る 

    ②方向を指し示すよりも、保護者の伴走者として対応する 

    ③子供の将来について話し合う 

      保護者とともに子供の成長を確かめ合い、共に喜べるような関わりを工夫し 

     継続することが重要です。 

 （３）情報の提供について 

    ①保護者が理解しやすい表現で示す 

    ②特別な教育的対応の必要性について、保護者が判断できる情報を提供する 

    ③子供のできることや発達が進んでいる側面を具体的に示す  
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チームで取り組む校園内支援体制の充実  

 特別支援教育を推進するためには、チームとして取り組む校園内支援体制の充実が必要

です。次のシートは、以前に紹介した校内支援体制の点検シート（平成 28 年県教委作成）

です。再掲しますので、自校の支援体制の評価と改善にご活用ください。 
チームとして取り組む校内支援体制の充実度点検シート 

 


